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第１回 

 

気高地域振興会議 

 

                      日 時  平成２７年４月２４日（金） 

                           午後４時から５時３０分 

                      場 所  気高町総合支所 ２階会議室 

〔出席委員〕 

西尾雅彦委員、池長綾子委員、池原隆秋委員、下村益雄委員、田中敦志委員、 

横田昭男委員、荒尾純子委員、水津文恵委員、米田克彦委員、 

〔欠席委員〕 

堀尾富男委員、松本弥生委員、三澤秀正委員 

〔事務局〕 

鈴木敏支所長、橋本浩之副支所長、山本正信産業建設課長、村上郁恵市民福祉課長、 

中原登地域振興課課長補佐 

 

［都市企画課］ 

山川補佐 

［学校教育課］ 

石上主幹、大坪主任 

［傍聴者］ 

なし 

 

◎会議次第 

１ 開会 

２ 挨拶 

３ 自己紹介 

４ 協議事項 

（１） 会長・副会長の選任について 
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（２） 平成27年度総合支所関係地域振興予算について 

（３） 平成２７年度地域振興会議スケジュールについて 

５ 報告事項 

（１） 気高道の駅(仮称)について 

（２） 第１２期鳥取市校区審議会中間まとめについて 

（３） 総合支所整備（耐震化）の推進について 

（４） 新市域振興ビジョンについて 

６ その他 

７ 閉会 

 

◎議事概要 

１ 開会 

２ 挨拶 

３ 自己紹介 

４ 協議事項 

（１）会長・副会長の選任について 

（事務局）会長は、地域審議会の会長をされていた横田委員にお願いし、副会長には

女性から池長委員にお願いしてはどうか。 

 異議なし 

（事務局）会長は横田委員、副会長は池長委員にお願いさせていただく。会長、副会

長が決まったので、以後の進行は会長にお願いする。 

 

（２）平成 27 年度総合支所関係地域振興予算について 

（委員）リサイクルドリームハウスの運営費が予算化されているが、まだ運営してい

るのか。 

（事務局）次回、詳しくは説明するが、機械は中古であったり耐用年数が経過してお

り８月ごろに閉める予定がある。 

 

（３）平成２７年度地域振興会議スケジュールについて 

（特に意見なし。） 
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５ 報告事項 

（１）気高道の駅(仮称)について 

（委員）今後、整備が予定されている気高道の駅は、高速道路と同じ高さなのか、それと

も高速道路を下りた場所なのか。 

（事務局）整備する場所については、羽合の道の駅のように高速道路を降りない場所に整

備するパターンと、一度高速道路を降りた場所に整備する２通りある。気高道の駅は、観

光振興、地元の方に利用していただくという観点から高速道路を下りて県道と接続するの

が良いのではと考えている。元々、当初は道の駅を整備する計画がなかったことから用地

的に高速道路と同じ高さは無理である。 

（委員）今計画されている気高道の駅の面積は、琴浦町の道の駅と比べてどうか。 

（事務局）気高道の駅の方が、少し広くなるような計画を考えている。 

（委員）説明会が予定されているが、どの程度の規模の説明会となるのか。 

（事務局）防災無線での呼びかけのほか、区長、まちづくり協議会、地区公民館に文書で

案内をしている。５０名から１００名程度は来ていただきたいと考えている。 

（委員）瑞穂ハーフインターが整備されるが、宝木からのアクセスの向上を考えていただ

きたい。 

（事務局）要望はいただいていることは承知している。道の駅などと同時並行とはいかな

いが、交通量などが増えることは後押しになると思う。 

（委員）道の駅の設置場所について、Ａ案とＢ案のうちＡ案の方が優位としている理由は

なにか。 

（事務局）Ａ案とＢ案の両方とも優良農地だが、Ｂ案は農業基盤整備事業が進んでおり国

庫補助金の返還などが必要になるため、Ａ案の方がいろいろ比較する中で最もリスクが少

ないと考えている。 

（事務局）気高道の駅(仮称)の整備基本構想・基本計画についての地元説明会を４月３０

日(木)午後７時より気高町総合支所会議室で開催するので、是非参加してほしい。 

 

（２）第１２期鳥取市校区審議会中間まとめについて 

（委員）地域で立ち上げている検討委員会では少人数でも学校を残すべきとし、審議会で

は学校を統合すべきと反対の答申が出た場合、教育委員会はどう対応するのか。 

（事務局）審議会では、検討委員会での議論が地域の方の意見を集約したものかを審議す
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る。課題に対する取組みが解決され、地域にあった学校づくりがなされるのであれば尊重

していく。十分でない場合は、学校のあり方について地域の人と議論をしていくことなる

と思う。 

（委員）通学区域の基準について、旧町村をまたがっても近くの小中学校に通学できるよ

うな検討がこの中間まとめる中で出ているのか。 

（事務局）具体的な議論は出されていない。 

（委員）この問題解決には、人口を増やす施策が必要である。そのためには、企業誘致、

市営住宅の整備などを議論していくべきだ。道の駅ができれば新たな雇用が生まれ人口増

加が期待できる。このことも含めて議論してもよいか。 

（事務局）逢坂小学校でも、福部小学校でも検討している。１０年前から小規模校転入制

度があり、まちづくりを合わせてぜひとも魅力ある学校づくりを進めていただき通学した

いと思う人数を増やしていただきたい。 

（委員）認定保育園について、私学の園では取り組んでいるが、公立の施設は進めていな

い。早急に進めていただきたい。また、保育時間について今年改正があり、延長保育料が

必要になり預けにくい環境になった。子育て環境の向上に向けて、教育委員会と保育園の

管轄する部署と話しをしてほしい。 

（事務局）実態は詳細には把握していないので、児童家庭課に伝えていきたい。 

 

（３）総合支所整備（耐震化）の推進について 

（特に意見なし。） 

 

（４）新市域振興ビジョンについて 

（特に意見なし。） 

 

６ その他 

（事務局）次回会議の日程は、５月末ごろを予定している。5 月 21 日（木）の午後１時

３０分で皆さんの都合はどうか。（異議なし） 

 

７ 閉会 

（会長）以上、会議は終了します。 


